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■実験の背景

　世界におけるインターネットの分布が，急速に変化し

ている．特にアジア太平洋地域でのインターネットの急

拡大は目覚しく，2003年にはアメリカ（1億 6,280万

人）や欧州（1億 6,220万人）を追い抜き世界トップの

1億 8,330万人になると予測されている☆ 1．こうした

インターネット人口の拡大にともない，インターネット

上での利用言語に多様化が生じている．かつては英語を

母国語とするユーザが大半だったが，2002年度にはイ

ンターネット上での英語利用者の割合は，36.5％にま

で減少している．一方で，日本語，韓国語，中国語を母

言語とするユーザが 25.1％に上昇している☆ 2．Web

ページ数は現在でも 7割が英語といわれるが，この値も

利用言語人口の変化に追随していくと思われる．

　インターネットの世界的普及は，多様な人々とのコミ

ュニケーションの場を拡大している．ソフトウェアのオ

フショア開発などビジネスの場，また Linuxに代表さ

れるオープンソースソフトウェア開発などのボランティ

ア活動でも，国境を越えた共同作業が低コストで可能と

なった．ただ，私たちが住む東アジアでは，言語の壁が，

アクセスの機会平等や，相互理解促進を阻んでいる．東

アジアのように，隣国の言語を教育されない国々により

構成される地域にとっては，言語バリアは深刻な問題で

ある．世界共通語とされる英語で，高度かつ論理的な議

論を行うことも，東アジアの多くの人々にとっては難し

い．多言語のコミュニケーションを情報技術によって支

援する，機械翻訳やコラボレーション技術を駆使して言

語バリアを乗り越えるという実験の構想は，こうした背

景から生まれた．

　インターネットを介したコミュニケーションでは，機

械翻訳技術を比較的簡単に利用することができるため，

技術の向上が多言語のコミュニケーションを飛躍的に

拡大する可能性がある．自然言語処理などの研究分野で
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は，機械翻訳技術や音声翻訳技術についての綿密な研究

は行われてきた 1）．しかしながら，研究者たちは，翻訳

技術が実際のビジネスで使えるほどのクオリティに達し

ているとは考えていないようだ．翻訳精度への要求が厳

しい新聞記事などの文書翻訳が研究対象であったためだ

ろう．文脈依存度の大きい対話処理に機械翻訳を適用す

ることは，さらに技術的に困難であると考えられている．

自然言語処理研究者に，なぜ対話に機械翻訳技術を適用

しないのかについてインタビューすると，次のような答

えが返ってくる．「現在実用化されている翻訳エンジン

はほぼ一文単位の処理を行っているが，意思疎通を要す

る場面においては，広義のコンテクスト，プラグマティ

クスの考慮が必要になる．また，主語や述語の省略，長

文，対話や話し言葉に特徴的な表現への対処など解決し

なければならない課題が数多く残っている．」

　しかし，社会は，文書の正しい翻訳だけでなく，人と

人を結ぶコミュニケーションの翻訳を強く求めている．

また，実際，私たちのような自然言語処理研究の門外漢

は，機械翻訳に人と人のコミュニケーションを支える可

能性を感じる．多国籍のプロジェクトで，外国語のでき

る同僚がいれば嬉しいものだ．人と人のコミュニケーシ

ョンは言語的に寛容ではないだろうか．コラボレーショ

ンという文脈のなかでこそ，機械翻訳の利用価値が高ま

るのではないか．英語を用いずに外国人とコミュニケー

ションができるというだけで，意思疎通時の心理的負担

が軽減される．機械翻訳のミスは自分の責任ではないと

の安心感もある．

　この研究では，機械翻訳技術を用いる文脈を「共通の

目標を持つ多言語間のコラボレーション過程」に特定し，

今後の機械翻訳利用の可能性を模索する．研究のアプロ

ーチの特徴は，人々と機械翻訳システムとのインタラク

ションを観察し，機械翻訳技術の新たな利用を見出そう

とするところにある．

■ ICE2002

《実験の準備》

　言語の壁を克服するコラボレーションを目指して，

京都大学社会情報学専攻，科学技術振興事業団，NTT

コミュニケーション科学基礎研究所の共催で，異文化

コラボレーション実験（Intercultural Collaboration 

Experiment 2002（ICE2002））☆ 3を行った 2）．

　実験のタスクは，多国籍チームによるオープンソース

ソフトウェアの共同開発と設定された．ソフトウェア開

発を実験のタスクとして採用した理由はいくつかある．

まず，機械翻訳を，多様なテーマが話し合われるチャッ

トではなく，対話の文脈を絞ることができる場に適用し

たかった．タスクを限定することによって，技術の改良

が成果を導きやすいと考えたからである．また，共通の

目標を持つコラボレーションの場に適用したかった．協

調して目標達成を目指すためには，メンバ間での明確な

意思疎通が必要となる．機械翻訳のミスは，何らかのか

たちで克服されるに違いない．また，克服の過程を解析

することにより，機械翻訳システムのメンタルモデルを

明らかにできるのではと考えた．最後に，多国籍のソフ

トウェア開発に将来性を感じた．この背景には，アジア

ワイドなソフトウェア共同開発の需要の急伸がある．ソ

フトウェア開発には，論理的かつ綿密な議論が要求され

る．しかし，すべての技術者が英語に堪能なわけでは

ない．実際に実験に参加した学生たちは，一様に「ソフ

トウェア開発ドキュメントを母国語で書きたい」と主張

した．論文やチャットは英語で書けても，創造的な思考

は母国語で行いたいのだ．また，インタビューした企業

関係者は，「多国籍プロジェクトの困難さは技術的問題

ではなくコミュニケーションの問題だ」と述べた．小さ

な意思疎通のずれが，プロジェクトの失敗を招く．ソフ

トウェア開発の現場で機械翻訳は必要とされるに違い

ない．

　実験の構想がある程度固まり，次に実験参加者を募

ることになった．東アジアを中心に，アジアワイドな

実験を展開したいと考えた．中国と韓国は東アジアの

代表国として参加してもらいたい．中国には，デジタ

ルシティプロジェクト 3）以来，学生交流を続けている

上海交通大学副学長のシェン教授の研究室に依頼をし

た．韓国からは，ソウル国立大学のリー助教授が，ハ

ンドン大学チョウ教授を誘って参加してくれた．また，

マレーシアで，NTT MSC Sdn.Bhd.が，NTT研究所開

発の日英・日馬翻訳エンジンを他の言語の翻訳エンジ

ン・サービスと組み合わせ，多言語間の翻訳サービス

Arcnet/sangenjaya☆ 4として提供していることを知

った．協力を得るために，さらにマレーシアの大学から

の参加者を募るため，2002年 3月にマレーシアを行脚

した．マラヤ大学（UM），マルチメディア大学（MMU），

マレーシア科学大学（USM）をまわった．結果として，

NTT MSC Sdn.Bhd.が，日本語，韓国語，中国語，マ

レー語，英語の 5カ国語間の翻訳サービスを提供する

意向を，またマラヤ大学の CSCW研究者が実験に参加

する意向を表明してくれた．

　こうして ICE2002には，上海交通大学，ソウル国立

大学，ハンドン大学，マラヤ大学，そして京都大学か

ら総勢 40名強の学部学生や院生（チームメンバとチー

ムリーダ）と教員（チームアドバイザ）が集まること

☆ 3 http://ice.kuis.kyoto-u.ac.jp/ ☆ 4 http://sangenjaya.Arcnet.my/index-e.html

－ 2 －



IPSJ Magazine  Vol.44 No.5  May 2003 505

となった．学生の実験参加動機は，「他国の学生と交流

ができることや国際的なプロジェクトに関心があった」

「機械翻訳を介したコラボレーションに新しさを感じた」

「バーチャルに共同作業をするというコンセプトが面白

い」「オープンソースソフトウェア開発に興味がある」

などと積極的なものが多い．参加した学生の大半が本実

験に非常に高い意欲を持っていたことは特筆に価する．

図 -1は，4カ国から参加した学生や教員，そして実験

運営者を表している．

　ICE2002は，日本からは情報処理学会（IPSJ），中国

からは Shanghai Computer Society（SCS），韓国か

らはKorean Intelligent Information Systems Society

（KIISS），そしてマレーシアからは IEEE Malaysia 

Sectionの協賛を得た．実験の設計として，各国の学生

や教員が単なる被験者として参加するのではなく，そ

れぞれが教育・研究を目的として参加するようにした．

つまり，実験ではあるが，ある意味では実応用である

ように設定したのだ．実際，参加した学生の数名は，

ICE2002に参加し，開発したソフトウェアで卒業論文

や修士論文を執筆している．また，国内外の研究会や会

議で発表をしている 2），4）～ 6）．

　実験の構想，参加者を確定する作業と並行して，参加

者がソフトウェア開発を行う際のコミュニケーション環

境を急ピッチで整えていった．図 -2に示されるように，

Arcnet/sangenjayaの提供サービスでは翻訳できない

言語対が残されていた．このような言語対については

2段階の翻訳が試みられたが，機械翻訳を 2回通すと翻

訳品質が猛烈に悪くなった．そこで，日本語，中国語，

韓国語の間の翻訳サービスを探すことにした．幸い，日

本語と韓国語の翻訳サービス J-serverを

提供する（株）高電社☆ 5が，大阪を拠点

に事業展開をしていた．翻訳サービスの

不正利用を防ぐための対策などを講ずる

という条件で，研究目的としてオープンソースソフト

ウェア開発の場での翻訳サービスの提供を受けること

となった．こうして多言語コミュニケーションツール，

TransBBSおよび TransWebの準備が整った．

《多言語コミュニケーションツール》

　 前 節 に 述 べ た よ う に，ICE2002 で は Arcnet/

sangenjayaと J-serverのインターネット経由での翻

訳サービスを組み込んだ多言語コミュニケーションツー

ル，TransBBSおよび TransWebを開発し，参加者に

提供した（図 -3および図 -4参照）．5カ国語の翻訳は，

図 -2のような組合せで行われた．直接の矢印がない言

語ペアに関しては，日本語を介した 2段階の翻訳が行

われた．

　TransBBSや TransWebは，ソフトウェア開発プロ

ジェクトで利用可能なほど高度なツールではない．翻

訳精度はもちろんのこと，グループウェアとしての機

能をほとんど有していない．私たちは，TransBBSと

TransWebを，多国籍プロジェクトにおける研究課題

を洗い出すためのツールであると考えた．そのため，実

験期間中においては，同国人，他国人であるにかかわ

らず，すべてのディスカッションを TransBBSおよび

TransWeb上で行うよう義務付け，対面コミュニケー

ション，電子メールや Chatシステムなどを用いたコミ

ュニケーションを禁止した．また，両ツールを，参加

学生がソフトウェア開発をする際の教材としても位置付

け，それらのソースコードを開放した．

����������������� ��������

日本語

英語

中国語 韓国語

マレー語

☆ 5 http://www.j-server.com/index.shtml

図 -1　ICE2002 の参加者

図 -2　ICE2002 で利用された翻訳サービス
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《TransBBS》

　TransBBSは，開発ソフトウェアの設計に関する意

見交換や開発状況の報告など，実験参加者同士が日

常的なやりとりを行うための多言語電子掲示板シス

テムである．TransBBSでは，ユーザ登録事項に含ま

れる母国語情報にあわせ，掲示板のインタフェースが

5カ国語の中から自動的に選択される．たとえば，日

本語を母国語とするユーザに対しては，TransBBSの

インタフェースは日本語で表示される．各ユーザの選

択により，TransBBS上に投稿されたメッセージ表示

言語の組合せを自由にアレンジすることもできる．ま

た，メッセージを投稿する際には翻訳の出力結果を確

認し，何度でも納得がいくまでメッセージを書き換え

再翻訳できる機能などが用意されている．TransBBS

上で行われるコミュニケーションは，非対面，非同

期，テキストのみであり，かつ機械翻訳を介したノ

イズの高いものである．このようなリーンなメディ

ア上で円滑なコラボレーションを実現する工夫とし

て，TransBBSに多国籍メンバで話し合うための部

屋（Lobby）と，各国で分担開発中のソフトウェアに

ついて話し合うための部屋（China, Japan, Korea, 

Malaysia Room）が用意された．

　また，ネットワーク環境の発展途上の国との共同作

業も見越し，TransBBSは完全分散システムとして実

装された．すなわち，各国の環境にそれぞれサーバを

インストールし，複数サーバ間で情報共有を図るネッ

トワーク構成をとった（ただ

し，翻訳サーバは Arcnet/

sangenjaya と J-server の

2カ所に集中）．複数配備さ

れたサーバ間で，常にデータ

の同期が図られた．そして，

ネットワークが不安定な場合

にはデータ変更履歴が記録さ

れ，ネットワークが回復した

ときに，他のサーバとデータ

が同期された．利用者は，ネ

ットワークの中で最も近いサ

ーバを用いてデータの送受信

を行った．たとえば，日本サ

ーバと中国サーバの回線が不

安定になったときには，各国

のサーバ内のみで投稿が継続

された．そして，回線が復帰

すると，サーバ間で差分デー

タが送受信された．
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図 -3　TransBBS

図 -4　TransWeb（左：日本語原文，中：韓国語に翻訳，右：中国語に翻訳）
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《TransWeb》

　TransWebは，他国のメンバが母国語で書いたソフ

トウェア開発ドキュメントを読者が自分の母国語に翻

訳して閲覧するアプリケーションである．本実験では

開発ドキュメントは HTML形式で記述することにし，

TransWebをWebページ翻訳システムとして実装した．

TransBBS同様，Arcnet/sangenjayaおよび J-server

の翻訳サービスを介し，中国語，日本語，韓国語，マレ

ー語，英語の翻訳を実現している．

　分散型プロジェクトによる効率的なソフトウェア開

発には，知識共有のためのシステム構成図やデータフ

ロー図が必要である．各国の参加者は，母国語で作成

したソフトウェア開発ドキュメントを HTML形式で保

存し，TransBBSを用いてドキュメントの URLを他

国の参加者に伝える．それを受けて，他国の参加者は，

TransWeb上でドキュメントを母国語に翻訳して参照

した．

　このように，ICE2002では，両ツールを利用して，

ソフトウェア開発のための日常的なディスカッションと

ドキュメントを介した情報の共有が継続して行われた．

《実験の経過》

　ICE2002は，第 1トラックとして 5月 20日～ 7月

19日，そして第 2トラックとして 10月 15日～ 12月

13日と，2度に分けて実施された（図 -5参照）．これは，

ICE2002が課題探索型の実験であるため，経験を通し

た反復が必要だと考えたためである．

　実験では，参加者は，限られた時間内に活発に情報交

換を行いながらソフトウェアを完成させなければならな

かった．したがって，開発過程をスムーズに進行させる

ための工夫として，以下が試みられた．

1 ．オーガナイザチームの結成：

　ICE2002を運営するためのオーガナイザチームを文

系理系の学生・若手研究者で結成した．オーガナイザは，

実験前には TransBBSや TransWebの動作テスト，翻

訳の質の確認と翻訳サービスの選定，ICE2002のWeb

サイトの構築，TransBBSや TransWebの配布，各国

のアドバイザやチームリーダとの連絡，実験運営に関す

るマニュアルや機械翻訳を上手に利用するためのノウハ

ウ集（図 -6参照）などを作成した．

　実験時には，TransBBS上でのコミュニケーションを

円滑にするための“Overkind Coordinator，”技術的

なアドバイスをする“Technical Supporter”，投稿文

章の文法チェックをする“Translation Guerrilla”な

どの役割を担い，参加者を支援し刺激し続けた．さらに

実験期間を通じて，参加者全員に対して週報（weekly 

summary）を流した．週報では，コミュニケーション

の状態，各国での開発状況の進捗などを報告した．実験

終了後には，実験運営や翻訳の質などに関するアンケー

ト調査を行った．

　オーガナイザチームが文理融合であったことが，成功

の鍵となった．文系学生の熱心なオーガナイジングと，

理系技術者の専門的知識が，参加学生の活動を支えた．

2 ．実験期間の分割とソフトウェア開発の方法：

　・実験の各トラックは 4週間ずつの「ソフトウェア

設計フェーズ」と「ソフトウェア開発フェーズ」に

図 -5　ICE2002 スケジュール
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分けるかたちで構成された．それぞれ週単位である

程度タスクが決められた．また，ソフトウェア設計

フェーズとソフトウェア開発フェーズの間に 2週

間の調整期間を設けた．その間に，各国のアドバイ

ザとオーガナイザが対面で（京都でアドバイザリー

ミーティングを行った）集まり，その後の実験につ

いて，また各国での研究の進め方などについて意見

を交換した．「ソフトウェア設計フェーズ」と「ソ

フトウェア開発フェーズ」とに分けたのは，両者で

コラボレーションの性質が異なると考えたからであ

る．前者では発想支援や合意形成型のコラボレーシ

ョンが，後者では Linuxの開発のように行動主導

型のコラボレーションが行われると想定した．

　・ソフトウェアのモジュール設計および開発は，基本

的に国ごとに分かれて行われた．ただし，最終的に

は整合性のある単一インタフェースのソフトウェア

に仕上げて提出するという制約を課した．このため

週 1度のペースで，各国が開発ドキュメントを作成

し，それらを用いて情報を共有し，議論を行うとい

うルールが設定された．作成されるソフトウェアの

仕様は，UMLを用いて記述された．国ごとに分か

れて開発したのは，それが最も自然な形態であると

考えられたためである．実際問題として，ICE2002

を純粋な統制実験とすることは不可能だった．多数

の教員・学生を 1年間拘束するためには，各国チ

ームがそれぞれ自主的に研究テーマを設定し，活動

することが必須と思われた．その結果，各国チーム

はモティベーションを維持し，開発したソフトウェ

アを題材として修士論文や国際会議論文を執筆して

いる．一方で独立した開発が，特にソフトウェア開

発フェーズでの対話を減少させたことは否めない．

　・ソフトウェア開発フェーズでは，ソフトウェア開発

のためのバージョン管理システム（CVS）が運営サ

ーバに開設され，分散環境におけるソフトウェア開

発の効率化がはかられた．また，各国が開発したモ

ジュールを統合する役割を持つソフトウェア統合チ

ームが構成され，それぞれのモジュールを最終的に

1つのインタフェースに統合した．ソフトウェア統

合チームは，中国，日本，韓国，マレーシアの各国

モジュール 機　　能
TransSearch（中国） ユーザにより入力された質問語を 5カ国

語のうちユーザの選択にあわせて翻訳し，
その質問語を，Google を用いて検索する．
Google の結果を 5カ国語に翻訳するサ
ービス．

TransMail（日本） 5カ国語翻訳機能を組み込んだWWWベ
ース電子メールサービス．

TransChat（韓国） 5カ国語翻訳機能を組み込んだチャット
サービス．

TransSMS（マレーシア） 主に PDA やモバイル機器を対象にした
160 文字までのショートメッセージサー
ビス．長文がうまく訳されないという教
訓から開発されたサービス．

図 -6　翻訳利用のためのガイドライン（英語を TransWeb で日本語に翻訳）

表 -1　開発されたソフトウェアモジュール
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の参加者から 1名ずつが選出され，結成された．

　各国チームが開発したソフトウェアモジュールを表-1

に示す．結果的に本実験で各国が開発したモジュールは，

すべて機械翻訳を組み込んだものとなった．TransXX

という命名も，各国の自律的な判断によるものである．

■実験から得られた知見

　TransBBS上のユーザアクションログ（メッセージ翻

訳，投稿，閲覧，など）は，実験期間全体で 31,000件

に及ぶ．ソフトウェア開発の現場で，参加者はどのよう

な工夫をしながら，機械翻訳というノイズの高いコミュ

ニケーションチャネルを利用したのだろうか．本章では，

TransBBS上でのユーザアクションログとメッセージロ

グを用いてコミュニケーションパターンを分析する．

《翻訳システムへの利用者適応》

　TransBBSに投稿されるメッセージを見る限りでは，

機械翻訳が提供する翻訳品質は，お世辞にも高いとはい

えない．実験の初期には，挨拶と同時に翻訳品質に関す

るメッセージが目立った．「他国の参加者が投稿したメ

ッセージの意味が分からない」という不満が投稿された．

自分の投稿メッセージに対する翻訳誤りを修正し，他国

の参加者とコミュニケーションを図ろうとする行為も観

察された．たとえば，次のメッセージは，自国のメンバ

に対するメッセージでも，多国の参加者に理解してもら

うためには，何に気をつけるべきかを考察している．

　「日本の Discussionルームでは，どの程度翻訳精度

を気にかけるべきですか？　日本語で通じてしまうと思

うと，思わずそのまま投稿してもよいのではと感じてし

まうのですが，他のチームから何を議論しているのか分

からないのは問題ですね．気をつけるようにします．（原

文：日本語）」

　ノイズの高いコミュニケーションチャネルを克服し，

相手に正しく意図を伝えるために行った参加者の行為は

以下の 2種に分類できる．本稿では，こうした翻訳誤

りを解消する行為を，従来の会話分析研究に習い「リペ

ア」と呼ぶ．

－自己主導型リペア（Self-initiated repair）：TransBBS

に投稿する前に，翻訳品質を上げるために何度も原文

の精錬を自主的に行う行為．多くの場合，唯一の共通

言語である，英語に翻訳された結果を手がかりに行わ

れる．なお，英語の訳文を頼りにしてリペアが行われ

ると，それ以外の言語（たとえば，韓国語が原文の場

合は，日本語，中国語，マレー語）でも明らかに翻訳

の質が上がることが，各国からの参加者の協力により

確認されている．

－他者主導型リペア（Other-initiated repair）：メッセー

ジの受信者が，意味の確認や，意味が分からないとい

うリアクションを行うことにより，翻訳の精錬作業が

メッセージ投稿者と受信者の間でインタラクティブに

行われるもの．

　TransBBSに投稿するメッセージに，自己主導型

リペアが何回行われたかを表 -2に示す．たとえば，

Tomokoはソフトウェア設計フェーズで，平均すると

1つの投稿メッセージにつき約 8回のリペアを行ってい

る．また，図 -7に示すメッセージには，翻訳誤りを減

らす工夫が各所に現れている．主語を徹底的に補った文

章から，参加者の翻訳システムへの涙ぐましい適応への

努力を見てとることができる．参加者は TransBBSを

使っていくうちに，翻訳に向かない文章構造（主語や目

的語を省くこと）が誤った翻訳結果を生み出すことを理

解し，それを避けるために翻訳サービスに適応した文章

を用いたのである．なお，自己主導型リペアの頻度は，

実験が進むにつれ減少した．たとえば，ソフトウェア設

計フェーズにおける平均リペア頻度が 4.97回であった

のが，ソフトウェア開発フェーズでは 2.04回になった．

　また，他者主導型のリペアでは多国間で翻訳の意味

確認が行われた．たとえば，日本人の参加者が挨拶の場

で「よろしくお願いします」という日本語独特の挨拶文

を投稿したことがあった．「よろしくお願いします」は，

会話のコンテクストにより意味が異なる．TransBBS上

ソフトウェア設計フェーズ
参加者名 投稿回数／

投稿前翻訳回数
Saeko
Bikesh
Tomoko
Yoshiyuki
LimSanny

69/234
66/112
51/395
35/170
28/71

表 -2　TransBBS での自己主導型リペア

図 -7　機械翻訳に適応した文章作成（赤字枠は投稿言語）
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で，誤って訳された「よろしくお願いします」の本来の

意味を確認するやりとりが（多言語で！）行われ，最終

的にメッセージの正しい理解に到達している．

《翻訳の協調的精錬》

　図 -8は，第 1トラック（5月 20日～ 7月 19日まで）

における，TransBBS上での議論のトピックの推移を表

している．横軸は時間（週単位）を表し，縦軸は投稿さ

れたメッセージ数を表している．実験が進むにつれ，翻

訳品質に対する意見はほとんど発せられなくなった．同

時に，挨拶やインフォーマルな発言も観察されなくなっ

た．その一方で，ソフトウェア開発に関する意見交換が

増えていった．これは，参加メンバが，翻訳結果は完全

ではなくても対話を通じて意味を確認し，応答を与えて

いたことによる．たとえば，図 -9は日本チームが中心

になって開発した TransMailに対する他国メンバから

のコメントである．TransMailはこのようにして，さ

まざまな参加者からの意見を反映し完成された．

　ICE2002のコミュニケーションパタンは，次のよう

にまとめることができる．実験を通じて翻訳サービスの

品質は変わらなかったのにもかかわらず，参加者は翻訳

サービスに適応し，その結果，翻訳リペアの頻度は減少

していった．さらに，実験が進むにつれ，議論されるト

ピックは本来の目的追及のためのものに収束し，積極的

な議論が行われた．

■実験の今後

　ICE2002を通じて明らかになった点は，以下のとお

りである．

・共通の目標を持った者同士の間であれば，人はたとえ

自然言語処理の専門知識がなくとも機械

翻訳とのインタラクションを通じて自ら

を翻訳機能に適応させ，言語を越えて理

解を深めるよう努力する．

・特定の知識を共有する者同士のコラボ

レーション過程であれば，翻訳の誤りは

比較的容易に克服され，コミュニケーシ

ョンを成り立たせることができる．

　ICE2002を通じて私たちは，機械翻

訳は人々の異文化コラボレーションを支

え得る技術であるとの確信を持ち始めて

いる．つまり，ソフトウェア開発などの

ように目標を絞ったコラボレーション過

程に対して，機械翻訳は適用可能である

と考えている．研究者は完全な技術を追

求するが，利用者は有用な機能を必要と

している．不完全な機械翻訳技術を，国

境を越えたプロジェクトに役立たせる知恵は，文系・理

系のバックグラウンドを持つ研究者・利用者の協同作業

によってのみ可能だと思う．ICE2002の特徴は，研究

グループに社会科学と計算機科学をバックグラウンドと

した研究者・学生が参加していたことである．

　多くの研究課題が残されている．現在，ICE2002の

ログデータを用い，プロジェクトの各段階での翻訳リペ

アのタイミングや頻度，質疑応答のタイミングや議論の

収束過程をより詳細に分析している．今後は，社会科学

的手法によるコミュニケーションの分析結果を，システ

ムの設計開発にフィードバックさせたい．また，自然言

語研究者との共同研究を進めていきたい．

　興味深い例として，自己主導型リペアを盛んに行った

参加者は，機械翻訳の機能を理解することの難しさを以

下のように述べている．

　「普通の会話であれば障害なく即座に相手に伝えるこ

とができるものを，機械翻訳を介していることによって，

何度も自分の伝えたい内容を変化させ，吟味し，時間を

かけてコミュニケーションを行っていたと感じます．何

度精錬を試みても翻訳がうまくいかず，不本意ながらそ

のまま投稿したり，投稿そのものをあきらめたこともあ

りました．本当に重要なことに関しては，どうあっても

翻訳を精錬させて相手に伝えようとするのですが，その

他の細かい内容や微妙なニュアンスは，多くの場合投稿

時には失われていたと感じます．」

　機械翻訳はチームの中でどのような存在であるべきな

のだろうか？　私たちは現在，多くのリペアログを基に，

人が機械翻訳に期待する翻訳結果と，実際の翻訳結果と

のギャップを分析している．機械翻訳が人々のコラボレ

ーションの文脈で用いられた経験は多くない．機械翻訳

研究者は，システムのメンタルモデルを意識してきただ
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図 -8　実験過程における TransBBS 上でのトピックの推移（5月 20日～ 7月 19日）
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ろうか．コラボレーションの中での機械翻訳は，人工知

能とヒューマンインタフェースに新しい研究の題材を提

供するように思う．

　また，異なる国々での文化的差異も研究対象として考

えていきたい．ソフトウェア開発プロジェクトにおいて

も，スケジュール管理やミーティングの進め方などに相

違があるだろう．言葉遣いや他者への対応も文化により

左右される．アジアでのソフトウェア共同開発は，技術

的課題以上に言語・文化の違いがプロジェクト遂行に支

障をきたすケースが多いと聞く．実際のソフトウェア開

発の現場に入り，ビデオを用いた観察やインタビューを

行い，比較検討することを考えている．

　ICEは技術的シーズから出発した研究プロジェクトで

はない．ICEは 2005年を目途に，実際の多国籍プロジ

ェクトへの異文化コラボレーション環境の提供を目的と

している．そのための，コラボレーション過程の分析と

システム開発を並行して進める．また，アジア各国の大

学・企業との交流を通じて，東アジアにおけるコラボレ

ーションに技術的・社会的に貢献できたらと考えている．
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図 -9　翻訳の質を越えたコラボレーション（赤枠内は投稿言語）
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